
内線
～ 年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

02

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

政策経営部 課等名 財政課 233部等名 記入者名 川添

根拠法令・条例、関連計画等 建築基準法、建築物の耐震改修の促進に関する法律及び同施行令

事務事業名 　出水公会堂耐震化事業 事業期間 平成 平成 26
　健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

施　　策

24 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

　予算細々目名 会計 款 項

H24年度の事業計画 H25年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

　大きな地震に耐えられる建物にし、利用者の安全安心を守る。

H26年度の事業計画

01 05 004
目 細目

３　事務事業の概要

　公会堂維持補修費（出水公会堂） 01

　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

　出水公会堂の利用者 　耐震診断を行い、必要であれば補強工事を行う。

　公共施設の適正配置と整備

細 施 策 　既存施設の整備

　耐震診断 　耐震補強工事設計 　耐震補強工事

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　出水公会堂は、昭和１２年度に建築され、現在、７４年経過している。
　耐震診断における法律上の義務要件（階数３以上かつ床面積１，０００㎡以上）には該当しないが、不特定多数
の方が利用する集会施設であり、また、建築年も古く、強度も十分であるとは思われないため、指定管理者導入
（平成２７年度予定）をするにあたって、出水公会堂の耐震診断、補強工事を行う。
　なお、補強工事に伴い、消防設備の改修も同時に行う。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

　主に学校関係を行っている。
　法律上の義務要件に当てはまらない建物は行っていない。
　（霧島市は避難所の診断を行う予定あり）

平成
年度まで
26

　本事業には該当しない。
いいえ

■ は　い

26
0.61
以上

0.61
以上

　構造耐震指標（Is値）

事務事業評価（事前評価）

指 標 名 単位
目標値

妥
当
性

■ は　い
理由

　施設の維持補修費はあるが、耐震診断や規模の大きな補修は既存の事業にはない。
□ いいえ

いつ起こるかわからない地震等に備え、対策をとっておく必要がある。

　平成２７年度から指定管理者導入の予定があるため。

77 80件

②

22年度 23年度 24年度

②

80

□ 

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

１　指標の推移

80

25年度

緊
急
性

区分

活
動
指
標

成
果
指
標

①

理由

　法律上、耐震改修を行う必要のある建物ではないが、建築年も古く、不特定多数の人が利用する
ため必要と思われる。□ いいえ

効
率
性

方向性の理由、改善案等

最終目標
実績 目標 目標

26年度

80

年度

二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

緊急性のある施設安全対策として実施する。

今後の方向性（総合評価）

□ は　い
理由

目標 目標

　年間利用件数①


